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明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、長
崎
港
は
北
米
航
路
、

欧
州
航
路
、豪
州
航
路
、中
国
、朝
鮮
、ロ
シ
ア
と
の
航
路
で
結
ば

れ
て
い
た
。当
時
、東
ア
ジ
ア
の
諸
国
は
欧
米
の
統
治
下
に
あ
り
、シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、ハ
ノ
イ
、マ
ニ
ラ
、香
港
、上
海
、青
島
な
ど
に
は
、欧
米

の
領
事
や
商
人
が
駐
在
し
て
い
た
。熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
の
蒸
し
暑
い

地
方
で
生
活
す
る
欧
米
外
国
人
の
間
で
、雲
仙
温
泉
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、夏
場
の
雲
仙
の
外
国
人
リ
ゾ
ー
ト
客
が
次
第
に
増

え
て
き
た
。長
崎
県
は
さ
ら
に
多
く
の
外
国
人
を
雲
仙
に
滞
在
さ

せ
る
た
め
に
、１
９
１
１
年（
明
治
４４
）、ゴ
ル
フ
場
や
テ
ニ
ス
場
を

備
え
た
県
営
雲
仙
公
園
を
整
備
し
た
。

�
東
ア
ジ
ア
の
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
・

雲
仙

■
外
国
人
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
の
開
発

明
治
中
期
に
な
る
と
、居
留
地
の
外
国
人
の
近
郊

へ
の
行
動
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
、外
国
人
が
自
由
に

雲
仙
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
こ

で
、外
国
人
の
た
め
の
ホ
テ
ル
が
必
要
に
な
り
、１
８

８
３
年（
明
治
１６
）、雲
仙
で
最
初
の
外
国
人
向
け

ホ
テ
ル
で
あ
る
下
田
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、明
治
３０
年

か
ら
明
治
の
終
わ
り（
１
８
９
７
年
〜
１
９
１
２

年
頃
）に
か
け
て
、雲
仙
ホ
テ
ル
、高
木
ホ
テ
ル
、有
明

ホ
テ
ル
、新
湯
ホ
テ
ル
、九
州
ホ
テ
ル
、富
貴
屋
ホ
テ
ル

な
ど
の
建
築
が
相
次
い
だ
。明
治
後
期
の
雲
仙
温
泉

に
は
外
国
人
の
た
め
の
ホ
テ
ル
が
集
中
し
、雲
仙
は

東
ア
ジ
ア
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
に
急
成
長
し
た
。

■
外
国
人
で
賑
わ
っ
た
戦
前
の
雲
仙
温
泉

１
９
２
３
年（
大
正
１２
）、日
華
連
絡
船
が
就
航

す
る
と
、東
ア
ジ
ア
の
駐
在
欧
米
人
が
大
挙
し
て
雲

仙
に
押
し
寄
せ
て
き
た
。政
府
は
外
国
人
の
ホ
テ
ル

不
足
を
改
善
す
る
た
め
に
、「
国
際
観
光
ホ
テ
ル
」の

設
置
に
取
り
組
ん
だ
。長
崎
県
で
も
政
府
の
建
設
資

金
の
融
資
を
受
け
、１
９
３
５
年（
昭
和
１０
）１０
月
、

「
雲
仙
観
光
ホ
テ
ル
」を
建
設
し
、経
営
を
大
阪
の
堂
は
し
も
と

島
ビ
ル
ヂ
ン
グ
で
ホ
テ
ル
経
営
の
実
績
の
あ
る※

橋
本

き
ぞ
う

喜
蔵
氏
に
依
頼
し
た
。な
お
、橋
本
喜
蔵
氏
は
１
９

１
９
年（
大
正
８
）、長
崎
大
学
経
済
学
部
に
研
究

館「
同
窓
会
館：

瓊
林
会
館
」の
建
物
を
寄
贈
し
て

い
る
。

※
橋
本
喜
蔵（
１
８
７
２（
明
治
５
）〜
１
９
４
７（
昭
和
２２
））

大
分
県
出
身
。長
崎
高
等
商
業
学
校（
現
長
崎
大
学
経
済
学

部
）卒
業
。橋
本
汽
船
を
経
営
し
、橋
本
汽
船
ビ
ル（
神
戸
）、堂

島
ビ
ル
ヂ
ン
グ（
大
阪
）を
建
設
し
、海
運
業
を
中
心
に
多
方
面

で
活
躍
し
た
。政
界
に
も
進
出
し
、長
崎
県
選
出
の
衆
議
院
議

員
を
務
め
て
い
る
。

長崎日日新聞
（１９３４年（昭和９）７月３日）

雲仙観光ホテル（国登録有形文化財）

富貴屋ホテル（１９１５年（大正４）築、絵葉書）

外国人で賑わう雲仙（１９３４年（昭和９）頃、絵葉書）

長崎大学経済学部瓊林会館
（１９１９年（大正８）築、国登録有形文化財）

雲仙の外国人向けのパンフレット（大正期から昭和初期）

新湯ホテル（１９０７年（明治４０）築、絵葉書）

橋本喜蔵
（写真：長崎大学経済学部所蔵）
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�
大
型
外
国
船
が
行
き
交
っ
た

長
崎
港

■
東
ア
ジ
ア
の
結
節
点
・
長
崎
港

明
治
後
期
・
大
正
期
に
は
、長
崎
港
は
地
図
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、日
本
の
海
外
航
路
の
結
節
点
で

あ
っ
た
。写
真
の
巨
大
客
船
は
、南
山
手
沖
に
停
泊

す
る
、カ
ナ
ダ
太
平
洋
汽
船
の
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・ロ

シ
ア
号（
１
６
、８
５
０
ト
ン
）で
あ
る
。長
崎
港
周

辺
で
は
良
質
の
石
炭
が
採
掘
さ
れ
た
の
で
、石
炭
積

み
込
み
が
見
も
の
で
あ
っ
た
。写
真
は
グ
レ
ー
ト
・

ノ
ー
ザ
ン
汽
船
の
ミ
ネ
ソ
タ
号（
２
０
、６
０
２
ト

ン
）の
石
炭
積
み
込
み
で
あ
る
。天
洋
丸（
三
菱
造
船

所
・
１
９
０
８
年
竣
工
・
１
３
、４
５
４
ト
ン
）は
東

洋
汽
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
の
船
、博
愛
丸

（
日
本
郵
船
）は
、上
海
航
路（
横
浜
・
長
崎
港
経
由
）

の
船
で
あ
る
。

■
日
華
連
絡
船
で
賑
わ
う
長
崎
港

出
島
の
地
先
が
埋
め
立
て
ら
れ
、出
島
岸
壁
が
、

１
９
２
４
年（
大
正
１３
）に
完
成
す
る
と
、長
崎
港

に
大
型
船
が
接
岸
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。工
事
途

中
の
１
９
２
３
年（
大
正
１２
）２
月
に
日
華
連
絡
船

長
崎
丸
が
就
航
し
た
。１
９
３
０
年（
昭
和
５
）、岸

壁
付
近
に
長
崎
港（
み
な
と
）駅
が
開
設
さ
れ
、『
下

駄
を
履
い
て
上
海
へ
』行
け
る
便
利
な
施
設
が
完
成

し
た
。下
段
の
左
の
写
真
は
上
海
丸（
５
、２
５
９
ト

ン
）、中
央
は
出
島
岸
壁
に
接
岸
す
る
長
崎
丸
、右
の

写
真
は
、現
在
の
出
島
岸
壁
で
あ
る
。長
崎
丸
・
上

海
丸
は
多
く
の
日
本
人
を
上
海
に
運
び
、帰
り
に
は
、

満
杯
の
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
客
を
雲
仙
に
連
れ
て
き
た
。

長崎港に停泊するエンプレス・オブ・ロシア号（１６，８５０トン）
（カナダ太平洋汽船、１９１０年（明治後期）頃、絵葉書）

博愛丸（２，６２９トン）（日本郵船、１９１３年（大正初期）頃、絵葉書）

現在の長崎港出島岸壁（出島ワーフ）

天洋丸（１３，４５４トン）（東洋汽船、日本郵船、
１９１３年（大正初期）頃、絵葉書）

日華連絡船長崎丸が接岸する出島岸壁
（１９３５年（昭和初期）頃、絵葉書）

ミネソタ号（２０，６０２トン）（グレート・ノーザン汽船、
１９１３年（大正初期）頃、絵葉書）

日華連絡船上海丸（５，２５９トン）
（日本郵船、１９２７年（昭和初期）頃、絵葉書）

世界航路の中心に位置する長崎港
（１９１８年（大正７））

石炭積み込み（チャイナ号（５，０６０トン）、パシフィック・メール汽船、
１９１３年（大正初期）頃、絵葉書）
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�
長
崎
県
の
鉄
道
近
代
化
遺
産

日
本
の
最
西
端
を
目
指
し
九
州
鉄
道
長
崎
線
の

工
事
は
、１
８
９
２
年（
明
治
２５
）鳥
栖
か
ら
開
始

さ
れ
た
。長
崎
線
は
１
８
９
８
年（
明
治
３１
）に
全

通
し
た
が
、現
在
の
長
崎
駅
ま
で
延
長
し
た
の
は
１

９
０
５
年（
明
治
３８
）の
こ
と
で
あ
っ
た
。１
９
３
４

年（
昭
和
９
）有
明
西
線
が
開
通
し
、こ
の
線
が
長

崎
本
線
に
な
る
と
、大
村
線（
旧
長
崎
線
）の
施
設

は
建
設
当
時
の
姿
で
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。早

岐
駅
、大
村
駅
な
ど
の
駅
舎
、大
草
駅
・
本
川
内
駅

は
え
の
さ
き

間
の
盛
土
、南
風
崎
隧
道
や
的
場
橋
な
ど
の
施
設

を
創
建
当
時
の
姿
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。雲
仙
鉄

道（
１
９
２
３
年（
大
正
１２
）一
部
供
用
、１
９
３

８
年（
昭
和
１３
）廃
線
）、佐
世
保
軽
便
鉄
道（
１
９

２
０
年（
大
正
９
）開
通
）な
ど
、私
鉄
も
建
設
さ
れ
、

国
鉄
松
浦
線（
現
松
浦
鉄
道
）も
順
次
延
長
さ
れ
、

県
内
の
隅
々
ま
で
鉄
道
が
巡
ら
さ
れ
た
。廃
線
後
の

雲
仙
鉄
道
の
千
々
石
第
３
隧
道
や
、竹
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
と
言
わ
れ
る
松
浦
鉄
道
の
福
井
川
橋
梁
、

佐
世
保
軽
便
鉄
道
の
四
反
田
橋
橋
台
な
ど
を
今
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
近
代
化
遺
産
の
文
化
財

指
定
と
観
光
へ
の
活
用

東
ア
ジ
ア
に
近
い
地
勢
に
あ
る
長
崎
県
に
は
、他

の
県
に
な
い
多
彩
な
近
代
化
遺
産
が
保
存
さ
れ
て
い

る
。こ
れ
ら
の
近
代
化
遺
産
を
次
の
世
代
に
継
承
す

る
た
め
に
は
、ま
ず
国
指
定
重
要
文
化
財
な
ど
の
文

化
財
に
指
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、社

会
教
育
の
教
材
と
し
て
、観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
、

町
お
こ
し
の
核
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。碓
氷
峠（
群
馬
県
）や
富
岡
製
糸
場（
群
馬
県
）

な
ど
は
、観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。「
近

代
化
遺
産
」を
次
の
世
代
に
継
承
し
、活
用
す
る
た

め
の
学
際
的
な
研
究
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

１９２５年（大正１４）鉄道地図

大村駅（１９１８年（大正７）築）

的場橋（１８９８年（明治３１）建設）

四反田橋橋台
（１９２０年（大正９）頃建設、旧佐世保鉄道・廃線）

早岐駅（１８９７年（明治３０）築）

南風崎隧道（１８９７年（明治３０）建設）

福井川橋梁
（１９３９年（昭和１４）建設、旧国鉄伊佐線・現松浦鉄道）

大草駅・本川内駅間の盛土と山川内袴川橋
（１８９８年（明治３１）建設）

千々石第３隧道（１９２７年（昭和２）建設、旧小浜鉄道・廃線）

CHOHO 

 

vol.3017




